
『
無
量
寿
経
述
記
』
と
は
、
康
僧
鎧
訳
『
無
量
寿
経
』
を
新
羅
僧
義
寂
が
注
釈
し
た
も
の
で
あ
る
。
義
寂
は
主
に
浄
影
寺
慧
遠
（
五
二

三
～
五
九
二
）
・
吉
蔵
（
五
四
九
～
六
二
三
）
に
よ
っ
て
注
釈
し
て
お
り
、
特
に
四
十
八
願
の
解
釈
は
慧
遠
の
説
を
踏
襲
し
な
が
ら
四
十

八
願
と
『
往
生
論
』
の
二
十
九
種
荘
厳
を
対
比
さ
せ
て
い
る
。
義
寂
は
元
暁
（
六
一
七
～
六
八
六
）
・
法
位
（
七
世
紀
）
な
ど
同
時
代
の

新
羅
僧
と
は
違
い
、
本
願
の
念
仏
、
口
称
の
念
仏
を
強
調
し
、
善
導
（
六
一
三
～
六
八
一
）
『
往
生
礼
讃
偶
』
、
懐
感
（
七
世
紀
）
『
釈
浄

（
１
）

土
群
疑
論
』
に
立
脚
す
る
。
こ
の
『
無
量
寿
経
述
記
』
の
内
容
は
、
か
つ
て
源
隆
国
（
一
○
○
四
～
一
○
七
七
）
『
安
養
集
』
等
か
ら
逸

文
を
蒐
集
し
て
作
成
さ
れ
た
「
復
元
本
」
に
よ
っ
て
の
み
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
作
成
者
は
恵
谷
隆
戒
氏
。
現
存
本
は
今
ま
で
確
認
さ
れ

て
お
ら
ず
、
恵
谷
氏
が
作
成
し
て
か
ら
三
十
年
以
上
、
こ
の
「
復
元
本
」
（
以
下
、
恵
谷
復
元
本
）
が
唯
一
の
資
料
と
し
て
知
ら
れ
て
き

た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
身
延
文
庫
か
ら
『
無
量
寿
経
述
記
』
巻
一
の
断
簡
（
以
下
、
身
延
文
庫
本
）
が
見
出
さ
れ
た
。

新
羅
義
寂
撰
『
無
量
寿
経
述
記
』
の
撰
述
年
代
考

新
羅
義
寂
撰
『
無
量
寿
経
述
記
』
の
撰
述
年
代
考
（
南
）

は
じ
め
に

南

宏
信
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山
梨
県
に
在
る
日
蓮
宗
総
本
山
久
遠
寺
内
に
設
立
さ
れ
る
身
延
文
庫
創
建
の
起
源
は
、
日
蓮
（
一
二
二
二
’
一
二
八
二
）
に
ま
で
遡
り
、

（
２
）

歴
代
法
主
が
著
述
・
蒐
集
し
た
典
籍
・
文
書
・
絵
画
・
工
芸
品
等
を
蔵
し
て
い
る
。
近
年
そ
の
蔵
書
目
録
が
公
開
さ
れ
、
当
該
目
録
の

（
舎
矧
“
）

「
余
宗
の
部
」
に
は
著
者
未
記
載
で
「
無
量
寿
経
述
記
」
の
書
名
を
載
録
し
て
い
る
。
検
討
の
結
果
、
該
本
が
新
羅
僧
義
寂
の
撰
述
し
た

（
且
勺
）

『
無
量
寿
経
述
記
』
の
巻
第
一
（
断
簡
）
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
概
要
は
す
で
に
報
告
し
た
通
り
で
あ
る
。
断
簡
で
は
あ
る
も
の
の
、

現
存
本
が
確
認
で
き
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。

新
知
見
と
し
て
、
以
下
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
部
分
で
は
あ
る
が
恵
谷
復
元
本
で
は
知
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ
た
科
段
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
。
か
つ
て
恵
谷
氏
は
義
寂
の
著
作
を
整
理
す
る
中
で
『
華
厳
経
』
の
名
を
有
す
る
注
釈
書
を
確
認
で
き
な
い
こ
と
を
も
っ

て
、

と
い
う
が
、
身
延
文
庫
本
の
科
段
は
『
華
厳
経
』
に
沿
っ
て
榊
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
注
釈
の
背
景
に
は
『
華
厳
経
』
の
存
在
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
海
東
華
厳
の
祖
義
湘
（
六
二
五
～
七
○
二
）
の
弟
子
と
し
て
の
義
寂
の
立
場
は
確
か
な
も
の
で
あ
り
、
今
後
さ
ら
に

精
査
す
る
こ
と
で
恵
谷
氏
の
疑
問
は
解
消
で
き
よ
う
。

義
湘
の
門
人
で
、
華
厳
の
学
系
を
継
承
し
て
い
る
筈
の
彼
と
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
、
華
厳
系
の
思
想
の
希
薄
さ
が
目
立
つ
よ
う
に

（
尾
Ｕ
）

思
わ
れ
る
。

新
羅
義
寂
撰
『
無
量
寿
経
述
記
』
の
撰
述
年
代
考
（
南
）

一
、
身
延
文
庫
本
に
つ
い
て

(14)



海
東
華
厳
の
祖
義
湘
の
十
大
弟
子
の
一
人
に
名
を
あ
げ
る
。
「
各
々
伝
あ
り
」
と
あ
る
が
、
悟
真
・
智
通
・
表
訓
に
つ
い
て
少
し
く
触

れ
る
程
度
で
義
寂
の
事
跡
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
。

新
羅
義
寂
撰
『
無
盤
寿
経
述
記
』
の
撰
述
年
代
考
（
南
）

義
寂
の
生
涯
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
僅
か
な
記
述
と
諸
目
録
に
み
る
著
作
名
や
現
存
の
著
作
、
他
の
人
物
・
著
作
と
の
比
較
に
よ
っ
て

（
６
）
（
７
）

推
測
す
る
他
は
な
い
。
生
没
年
に
関
し
て
は
、
望
月
信
亨
氏
や
富
貴
原
章
信
氏
が
言
及
す
る
所
に
よ
れ
ば
二
つ
の
記
述
を
確
認
で
き
る
。

ま
ず
高
麗
の
一
然
（
一
二
○
六
’
一
二
八
九
）
の
編
纂
し
た
『
三
国
遺
事
』
四
巻
「
義
湘
伝
」
に
言
う
。

ま
た
恵
谷
復
元
本
は
浄
影
の
名
を
一
箇
所
挙
げ
る
が
、
身
延
文
庫
本
に
依
る
限
り
そ
れ
は
誤
り
で
あ
り
、
『
無
量
寿
経
述
記
』
で
は
浄

影
を
直
接
引
用
し
て
い
な
い
と
判
断
で
き
る
。
他
に
も
『
無
量
寿
経
述
記
』
の
文
章
と
し
て
抽
出
し
た
記
述
が
、
確
か
に
『
無
量
寿
経
述

記
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
が
、
義
寂
自
身
の
文
章
で
は
な
く
義
寂
が
経
典
か
ら
引
用
し
た
箇
所
で
あ
る
場
合
も
確
認
し
た
。
こ
の
よ
う
に

身
延
文
庫
本
で
確
認
で
き
る
本
文
内
容
が
増
え
た
事
に
よ
り
、
部
分
的
で
は
あ
る
が
、
恵
谷
復
元
本
の
検
証
が
可
能
と
な
っ
た
。
身
延
文

庫
本
を
更
に
解
読
す
る
こ
と
で
一
層
の
究
明
が
可
能
と
な
ろ
う
。

（
８
）

徒
弟
悟
眞
。
智
通
。
表
訓
。
眞
定
。
眞
藏
。
道
融
。
良
圓
。
相
源
。
能
仁
。
義
寂
等
十
大
徳
爲
領
首
。
皆
亜
聖
也
。
各
有
傳
。

（
徒
弟
の
悟
眞
・
智
通
・
表
訓
・
眞
定
・
眞
藏
・
道
融
・
良
圓
・
相
源
・
能
仁
・
義
寂
等
の
十
大
徳
を
領
首
と
な
す
。
皆
、
亜
聖
な

（
９
）

り
。
各
々
傳
あ
り
。
）

二
、
新
羅
浄
土
教
の
二
系
譜
と
義
寂
の
生
存
年
代
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新
羅
義
寂
撰
『
無
量
寿
経
述
記
』
の
撰
述
年
代
考
（
南
）

二
つ
は
本
邦
の
玄
防
（
？
ｌ
七
四
六
）
の
弟
子
善
珠
（
七
二
三
’
七
九
七
）
『
唯
識
義
灯
増
明
記
』
巻
一
が
引
用
す
る
道
証
（
六
四
○
’

七
一
○
）
『
唯
識
論
要
集
』
で
あ
る
。

（
皿
）
（
胆
）

恵
谷
氏
は
新
羅
浄
土
教
の
系
譜
を
考
え
る
場
合
に
、
二
つ
の
系
譜
を
提
示
し
て
い
る
。
一
つ
は
浄
影
寺
慧
遠
の
系
統
、
今
一
つ
は
玄
葵

（
魁
）

（
六
○
二
’
六
六
四
）
・
基
（
六
三
二
’
六
八
二
）
の
系
統
で
あ
る
。
氏
は
前
述
の
記
述
と
恵
谷
復
元
本
の
内
容
等
を
踏
ま
え
て
、
義
寂
を

慧
遠
の
影
響
下
に
あ
り
、
皇
竜
寺
の
系
譜
に
位
置
付
け
て
「
七
世
紀
中
葉
よ
り
八
世
紀
の
初
葉
に
在
世
し
て
い
た
も
の
と
見
ね
ば
な
ら
な

（
Ｍ
）

い
」
と
推
測
す
る
。
図
示
す
る
と
文
末
に
提
示
し
た
表
の
通
り
。

こ
の
後
恵
谷
氏
の
見
解
に
対
し
て
、
深
貝
慈
孝
氏
は
次
の
よ
う
な
問
題
を
呈
す
る
。

（
『
要
集
』
六
巻
、
總
じ
て
六
家
の
語
に
寄
り
て
、
共
に
一
部
の
文
を
演
ぶ
。
一
に
は
有
る
が
説
く
〈
基
法
師
な
り
〉
。
二
に
は
有
る

が
鐸
す
〈
測
法
師
な
り
〉
。
三
に
は
有
る
が
紗
す
〈
光
法
師
〉
。
四
に
は
有
る
が
解
す
〈
観
法
師
な
り
〉
。
五
に
は
有
る
が
云
く
〈
範

法
師
〉
。
六
に
は
未
詳
決
〈
寂
法
師
な
り
〉
。
）

新
羅
浄
土
教
の
上
に
お
い
て
二
つ
の
流
れ
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
慧
遠
の
浄
土
教
に
関
す
る
二
つ
の
書
す
な
わ
ち
『
無
量
寿
経
義
疏
』

と
『
観
無
量
寿
経
義
疏
』
が
、
い
ち
は
や
く
新
羅
に
伝
え
ら
れ
た
と
す
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
元
暁
、
法
位
、
義
寂
、
玄

（
脚
）

六
未
詳
決
寂
法
鰯
也

要
集
六
巻
總
寄
六
家
語
、
共
演
一
部
之
文
。
一
者
有
説
。
基
法
園
也
、
二
者
有
澤
。
綴
、
三
有
妙
罐
、
四
者
有
解
璽
法
箇
也
、
五
有
云
曜
、
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と
い
う
。
義
寂
の
場
合
を
見
る
に
、
道
証
の
説
に
よ
れ
ば
、
義
寂
は
唯
識
六
家
に
数
え
ら
れ
、
さ
ら
に
欠
本
な
が
ら
『
唯
識
未
詳
決
』
や

『
成
唯
識
論
別
抄
』
な
る
書
名
も
確
認
で
き
、
そ
し
て
『
無
量
寿
経
述
記
』
の
中
で
は
玄
英
訳
の
経
典
を
引
用
し
て
い
る
の
で
、
玄
葵
の

門
下
に
い
た
か
は
別
と
し
て
も
、
唯
識
思
想
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
予
想
さ
れ
る
。
よ
っ
て
義
湘
の
高
弟
で
あ
り
、
僚
興
に
批
判
さ
れ

る
こ
と
の
み
を
以
て
慧
遠
の
系
統
に
位
置
付
け
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
深
貝
氏
の
指
摘
通
り
再
考
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
で
あ

新
羅
義
寂
撰
『
無
盆
寿
経
述
記
』
の
撰
述
年
代
考
（
南
）

と
し
、
法
位
に
焦
点
を
絞
っ
て
考
察
を
進
め
る
。
そ
の
結
果
、
「
新
羅
浄
土
教
の
上
に
お
い
て
、
慧
遠
系
に
対
す
る
唯
識
系
を
も
っ
て
す

る
の
は
、
少
し
く
安
易
に
過
ぎ
る
と
い
う
感
が
あ
る
」
と
し
、
法
位
の
浄
土
思
想
に
つ
い
て
は
、

恐
ら
く
法
位
は
、
玄
葵
が
翻
訳
し
た
新
来
の
『
仏
地
経
論
』
に
、
唯
識
に
基
い
た
浄
土
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
全
面
的
に

受
け
容
れ
て
『
無
量
寿
経
』
を
解
釈
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
法
位
は
唯
識
家
に
属
し
、
浄
土
思
想
に
お
い
て
も
完
全

に
唯
識
系
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
か
ら
は
玄
葵
系
に
属
す
る
人
物
で
あ
っ
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

一
な
ど
の
浄
土
教
関
係
釈
書
の
中
に
、
慧
遠
の
浄
土
思
想
が
う
け
つ
が
れ
て
い
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
玄
葵
系
に
属
す
る

撮
興
の
『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』
に
は
、
慧
遠
を
は
じ
め
と
し
て
、
そ
の
系
統
に
属
す
る
諸
師
の
説
が
破
折
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
、
慧
遠
の
系
統
に
対
し
て
、
玄
葵
の
系
統
の
浄
土
教
が
立
て
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
と
い
う
の
が
、
前
後
の
事
情
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。
全
体
と
し
て
明
快
な
論
旨
で
あ
る
か
ら
、
付
け
加
え
る
べ
き
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
個
別
に
検
討
を
加
え
る
と
、
種
々

（
鳩
）

の
問
題
も
出
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。
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本
稿
の
目
論
み
で
あ
る
。

新
羅
義
寂
撰
『
無
壁
寿
経
述
記
』
の
撰
述
年
代
考
（
南
）

ろ
う
。
加
え
て
今
は
身
延
文
庫
本
の
存
在
も
あ
る
。

身
延
文
庫
本
は
、
大
半
が
経
論
か
ら
の
引
用
で
構
成
さ
れ
お
り
、
義
寂
自
身
の
文
は
僅
少
で
あ
る
。
恵
谷
復
元
本
で
も
相
当
数
の
引
用

文
献
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
お
よ
そ
経
典
の
注
釈
書
・
著
述
は
、
概
ね
二
重
の
役
割
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
釈
迦
の
金
言

で
あ
る
経
典
を
引
用
す
る
こ
と
で
、
自
身
の
論
証
を
補
強
す
る
役
割
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
選
者
が
本
来
独
立
し
た
文
脈
と
、
成
立
背
景

を
持
っ
て
い
る
経
典
群
か
ら
個
別
に
文
言
を
抽
出
し
て
、
そ
れ
ら
を
再
構
成
す
る
こ
と
で
選
者
自
身
の
主
張
へ
と
変
換
す
る
役
割
で
あ
る
。

よ
っ
て
引
用
文
献
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
一
方
で
は
原
典
解
明
へ
と
繋
が
り
、
も
う
一
方
で
は
著
作
の
背
後
に
潜
む
選
者
の
撰
述
意
図
、

状
況
が
見
え
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
は
『
無
量
寿
経
述
記
』
の
引
用
文
献
を
検
討
す
る
こ
と
で
本
書
の
撰
述
年
代
を
考
察
す
る
こ
と
が

恵
谷
復
元
本
が
列
挙
し
た
引
用
経
論
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

初
め
に
本
書
復
元
本
に
よ
っ
て
、
本
書
の
中
に
引
用
し
て
い
る
経
論
章
疏
名
を
記
し
て
み
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
往
生
論
（
一
七
）
・

清
浄
覚
経
（
一
二
）
・
観
経
（
九
）
・
華
厳
経
（
七
）
・
悲
華
経
（
七
）
・
長
房
録
（
四
）
・
智
度
論
（
三
）
・
般
若
経
（
三
）
・
観
音
授

記
（
三
）
・
唐
録
・
道
慧
宋
斉
録
・
普
曜
経
・
起
信
論
・
大
阿
弥
陀
経
・
仏
地
論
・
称
讃
浄
土
経
・
阿
弥
陀
経
・
集
異
門
論
・
聴
伽

論
・
理
路
本
業
経
・
楼
炭
経
（
各
二
回
）
・
法
宝
唱
録
・
本
起
経
・
群
疑
論
・
弥
勒
問
経
・
十
往
生
経
・
後
出
阿
弥
陀
偶
・
上
生
疏
・

施
設
論
・
十
地
論
・
仏
性
論
・
宝
性
論
・
摂
論
・
鼓
音
声
陀
羅
尼
経
・
往
生
礼
讃
・
最
勝
天
王
般
若
経
・
十
行
経
・
梵
網
経
・
字
書
。

三
、
『
無
量
寿
経
述
記
』
の
引
用
経
論

(I8)



ま
ず
義
寂
が
「
如
一
一
最
勝
天
王
般
若
經
二
説
ご
と
し
て
一
度
あ
げ
る
『
最
勝
天
王
般
若
経
』
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
恵
谷
復
元
本
の
出

典
は
了
慧
（
一
二
四
三
’
一
三
三
○
）
『
無
量
寿
経
妙
』
巻
六
で
あ
る
。
『
無
量
寿
経
』
の
「
具
諸
辨
才
除
滅
衆
生
煩
悩
之
患
（
諸
の
辨
才

を
具
し
て
衆
生
煩
悩
の
患
を
除
減
す
る
）
」
を
註
釈
す
る
箇
所
で
あ
る
。
以
下
の
通
り
。

こ
れ
ら
は
、
個
々
に
成
立
の
問
題
が
あ
る
も
の
、
ま
た
早
く
に
欠
本
に
な
っ
て
い
て
内
容
を
確
認
で
き
な
い
も
の
、
「
唐
録
」
の
よ
う

に
省
略
さ
れ
て
い
て
出
典
が
不
明
な
も
の
も
あ
る
が
、
玄
葵
の
新
訳
経
典
以
前
に
は
既
に
成
立
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

身
延
文
庫
本
で
確
認
で
き
た
引
用
経
論
は
、
す
で
に
恵
谷
氏
が
列
挙
す
る
『
修
行
本
起
経
』
『
普
曜
経
』
『
華
厳
経
』
『
大
智
度
論
』
『
輸

（
灯
）
（
肥
）

伽
師
地
論
』
が
あ
り
、
新
た
に
『
阿
毘
達
磨
順
正
理
論
』
、
『
大
般
浬
藥
経
』
、
『
文
殊
師
利
問
経
』
を
確
認
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
一
度
に
引
用

す
る
分
量
に
増
減
が
あ
る
の
で
、
ど
の
経
論
を
重
要
視
し
て
い
た
か
を
知
る
に
は
、
内
容
や
文
脈
の
検
討
も
必
要
で
あ
る
が
、
引
用
状
況

を
見
る
一
つ
の
目
安
と
な
ろ
う
。
以
下
具
体
的
に
経
論
を
検
討
し
て
撰
述
年
代
を
考
察
す
る
。

次
ノ
文
ノ
中
二
癖
才
等
ト
者
、
四
無
磯
癖
。
又
義
寂
ノ
云
。
則
能
ク
具
二
足
ス
八
九
種
ノ
辮
↓
・
言
ユ
八
辮
斗
者
、
謂
ク
「
不
噺
喝
癖
」
。
遠
ク
離
郡

大
衆
威
徳
ノ
畏
↓
故
二
。
「
不
迷
凱
癖
」
。
堅
住
明
了
ニ
ゾ
不
二
怯
弱
考
故
二
。
「
不
怖
畏
癖
」
。
菩
薩
虚
”
衆
二
如
訪
師
子
王
ノ
無
苓
恐
擢
一
故
二
。

新
羅
義
寂
撰
『
無
量
寿
経
述
記
』
の
撰
述
年
代
考
（
南
）

（
崎
）

五
戒
経
・
嘉
祥
・
成
唯
識
論
・
不
空
絹
索
経
・
法
華
経
（
各
一
回
）

三
’
一
、
最
勝
天
王
般
若
経

※
（
）
内
は
引
用
回
数

(19)



こ
の
『
最
睡

経
」
の
中
で
、
『
最
勝

と
い
う
。
も
う
一
つ
は
以
下
の
通
り
。

最
勝
天
王
般
若
經
八
巻
（
亦
云
。
新
課
勝
天
王
般
若
）

（
別
）

右
一
經
、
即
大
般
若
第
六
會
。
與
茜
勝
天
王
般
若
同
本
異
課
。

新
羅
義
寂
撰
『
無
盈
寿
経
述
記
』
の
撰
述
年
代
考
（
南
）

「
不
僑
慢
癖
」
。
離
斗
煩
悩
↓
故
二
。
「
義
具
足
辮
」
。
不
し
説
動
無
義
↓
契
聿
法
相
一
一
故
二
・
「
味
具
足
辮
」
。
善
ク
解
．
書
論
↓
、
知
斗
文
字
詞
故
二
。

「
不
拙
澁
辮
」
。
多
劫
二
積
二
集
茄
巧
便
語
電
故
二
。
「
應
時
分
癖
」
。
善
ク
順
彗
一
時
一
一
。
謂
ク
熱
雨
寒
ノ
説
無
二
差
乱
一
。
亦
順
彗
一
公
一
。
謂
ク

初
中
後
ノ
説
不
二
交
雑
老
由
皿
斯
二
故
二
説
”
辮
卜
。
應
凶
時
二
分
蚕
此
ノ
八
↓
、
名
テ
爲
二
清
淨
癖
斗
也
。
言
ユ
九
辮
↓
者
、
謂
ク
「
無
著
辮
、
無
誰

懲
、
相
綱
癖
、
不
断
癖
、
不
怯
弱
辮
、
不
驚
怖
癖
、
不
共
餘
癖
、
無
遥
際
癖
、
一
切
天
人
所
愛
重
癖
」
。
此
ノ
九
ヲ
名
テ
爲
二
無
磯
鍔
斗

（
脚
）

也
。
如
聿
最
勝
天
王
般
若
經
二
説
屯

（
句
読
点
等
は
筆
者
に
よ
る
）

（
鋤
）

最
勝
天
王
般
若
經
八
巻
（
亦
云
。
新
課
勝
天
王
般
若
、
是
大
般
若
第
六
會
新
編
上
。
）

最
勝
天
王
般
若
經
八
巻
（
亦
た
云
く
。
新
課
の
勝
天
王
般
若
は
、
是
れ
大
般
若
第
六
會
な
り
。
新
し
く
上
に
編
ず
。

天
王
般
若
経
』
は
現
存
し
な
い
が
、
『
開
元
釈
教
録
』
に
二
度
そ
の
名
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
「
大
乗
別
生

("）



（
浬
）

「
奮
勝
天
王
般
若
」
と
は
陳
の
月
婆
首
那
が
五
六
五
年
に
訳
し
た
『
勝
天
王
般
若
若
波
羅
蜜
経
』
を
指
す
。
そ
し
て
『
最
勝
天
王
般
若

経
』
を
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
第
六
会
で
あ
る
と
い
う
。
当
該
箇
所
は
以
下
の
通
り
。

『
勝
天
王
般
若
波
羅
蜜
経
』
と
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
は
ほ
ぼ
同
文
で
「
無
凝
弁
」
か
ら
「
清
浄
弁
」
へ
と
説
明
す
る
。
で
は
義
寂

新
羅
義
寂
撰
『
無
趾
寿
経
述
記
』
の
撰
述
年
代
考
（
南
）

玄
装
鐸
『
大
般
若
波
羅
蜜
經
』
（
『
最
勝
天
王
般
若
經
』
）

天
王
當
知
。
諸
菩
薩
摩
訶
薩
行
深
般
若
波
羅
蜜
多
得
無
擬
癖
。
謂
若
無
著
辮
。
若
無
證
辮
。
若
相
績
癖
。
若
不
断
癖
。
不
怯
弱
癖
。

不
驚
怖
癖
。
不
共
餘
癖
。
無
邊
際
辮
。
一
切
天
人
所
愛
重
癖
。
天
王
當
知
。
諸
菩
薩
摩
訶
薩
行
深
般
若
波
羅
蜜
多
得
清
淨
癖
。
謂
不

（
別
）

噺
喝
癖
。
不
迷
乱
癖
。
不
怖
畏
癖
。
不
僑
慢
辮
。
義
具
足
癖
。
味
具
足
辮
。
不
拙
澁
癖
。
懸
時
分
癖
。

月
婆
首
那
課
『
勝
天
王
般
若
波
羅
蜜
經
』

大
王
。
菩
薩
摩
訶
薩
行
般
若
波
羅
蜜
得
無
磯
癖
才
。
所
謂
無
著
癖
才
。
無
蓋
癖
才
。
相
績
癖
才
。
不
断
癖
才
。
不
怯
弱
癖
才
。
不
驚

怖
辮
才
。
不
共
辮
才
。
天
人
所
重
癖
才
。
無
邊
癖
才
。
菩
薩
摩
訶
薩
行
般
若
波
羅
蜜
得
清
淨
癖
才
。
所
謂
不
噺
喝
癖
才
。
不
迷
凱
癖

（
鰯
）

才
。
不
怖
畏
癖
才
。
不
高
慢
癖
才
。
義
具
足
辮
才
。
味
具
足
熱
才
。
不
拙
澁
癖
才
。
腰
時
節
嶽
才
。

最
勝
天
王
般
若
經
八
巻
（
亦
た
云
く
。
新
課
の
勝
天
王
般
若
な
り
。
）

右
一
經
は
、
即
ち
大
般
若
第
六
會
な
り
。
茜
の
勝
天
王
般
若
と
同
本
異
課
な
り
。

(2I)



新
羅
義
寂
撰
『
無
量
寿
経
述
記
』
の
撰
述
年
代
考
（
南
）

は
ど
ち
ら
を
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
恵
谷
復
元
本
、
つ
ま
り
義
寂
引
用
の
『
最
勝
天
王
般
若
経
』
は
「
清
浄
弁
」
か
ら
「
無
擬

弁
」
へ
と
逆
の
順
序
で
説
明
す
る
。
ま
た
義
寂
の
注
釈
と
見
ら
れ
る
文
章
も
混
ざ
っ
て
お
り
、
忠
実
な
引
用
で
は
な
い
。
そ
こ
で
八
、
九

種
の
弁
才
の
名
称
の
み
を
比
較
す
る
と
以
下
の
通
り
。

『
勝
天
王
般
若
波
羅
蜜
経
』
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
義
寂
引
用
『
最
勝
天
王
般
若
経
』

無
礦
弁
才
（
九
種
）

①
無
著
弁
才

②
無
尽
弁
才

③
相
続
弁
才

④
不
断
弁
才

⑤
不
怯
弱
弁
才

⑥
不
驚
怖
弁
才

⑦
不
共
弁
才

⑧
天
人
所
重
弁
才

⑨
無
辺
弁
才

清
浄
弁
才
（
八
種
）

①
不
噺
喝
弁
才

無
著
弁

無
尽
弁

相
続
弁

不
断
弁

不
怯
弱
弁

不
驚
怖
弁

不
共
余
弁

無
辺
際
弁

一
切
天
人
所
愛
重
弁

不
噺
喝
弁

無
著
弁

無
尽
弁

相
続
弁

不
断
弁

不
怯
弱
弁

不
驚
怖
弁

不
共
余
弁

無
辺
際
弁

一
切
天
人
所
愛
重
弁

不
噺
喝
弁

(22）



『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
と
義
寂
所
引
『
最
勝
天
王
般
若
経
』
は
全
く
一
致
す
る
が
、
『
勝
天
王
般
若
波
羅
蜜
経
』
は
「
才
」
を
付
す

な
ど
形
式
的
な
相
違
が
あ
り
、
ま
た
名
称
の
相
違
も
五
箇
所
確
認
で
き
る
。
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
と
別
生
経
『
最
勝
天
王
般
若
経
』

と
の
成
立
の
前
後
関
係
は
不
明
な
が
ら
も
、
こ
れ
に
よ
り
『
最
勝
天
王
般
若
経
』
は
、
『
開
元
釈
教
録
』
の
記
述
通
り
、
確
か
に
『
大
般

若
波
羅
蜜
多
経
』
と
同
本
で
あ
っ
て
、
玄
英
訳
で
あ
る
と
い
え
る
。
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
は
顕
慶
五
〈
六
六
○
〉
年
正
月
一
日
か
ら

竜
朔
三
〈
六
六
三
〉
年
十
月
二
十
日
の
約
四
年
間
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
の
で
『
最
勝
天
王
般
若
経
』
も
こ
の
期
間
に
成
立
し
て
い
る
で
あ

ろ
う
。

（
溺
）

恵
谷
復
元
本
で
「
般
若
経
」
は
三
回
確
認
で
き
る
。
一
つ
は
鳩
摩
羅
什
訳
の
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
で
あ
る
。
後
の
二
つ
は
引
用
の

新
羅
義
寂
撰
『
無
避
寿
経
述
記
』
の
撰
述
年
代
考
（
南
）

②
不
迷
乱
弁
才

③
不
怖
畏
弁
才

④
不
高
慢
弁
才

⑤
義
具
足
弁
才

⑥
味
具
足
弁
才

⑦
不
拙
渋
弁
才

⑧
応
時
節
弁
才

三
’
二
、
玄
英
訳

不
迷
乱
弁

不
怖
畏
弁

不
橋
慢
弁

義
具
足
弁

味
具
足
弁

不
拙
渋
弁

応
時
分
弁

不
迷
乱
弁

不
怖
畏
弁

不
僑
慢
弁

義
具
足
弁

味
具
足
弁

不
拙
渋
弁

応
時
分
弁

(”）



新
羅
義
寂
撰
『
無
量
寿
経
述
記
』
の
撰
述
年
代
考
（
南
）

（
鰯
）

形
式
が
趣
意
の
た
め
、
ま
た
短
文
で
あ
る
た
め
に
特
定
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
前
項
で
義
寂
は
玄
英
訳
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』

の
別
生
経
『
最
勝
天
王
般
若
経
』
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
義
寂
が
引
用
す
る
玄
英
訳
に
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
も

（
幻
）

加
え
て
訳
出
年
代
順
に
挙
げ
る
と
以
下
の
通
り
。

整
理
の
限
り
、
玄
英
訳
の
唯
識
関
係
の
著
作
を
引
用
す
る
こ
と
か
ら
『
無
量
寿
経
述
記
』
の
撰
述
年
代
は
、
玄
装
が
長
安
に
戻
っ
た
六

四
五
年
以
降
、
具
体
的
に
は
『
大
般
若
波
羅
多
蜜
経
』
訳
出
の
六
六
三
年
以
降
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

『
輸
伽
師
地
論
』
貞
観
二
十
二
〈
六
四
八
〉
年
五
月
十
五
日

『
摂
大
乗
論
』
世
親
・
無
性
共
に
貞
観
二
十
三
〈
六
四
九
〉
年
六
月
十
七
日

『
仏
地
経
論
』
貞
観
二
十
三
〈
六
四
九
〉
年
十
一
月
二
十
四
日

『
称
讃
浄
土
仏
摂
受
経
』
永
徽
元
〈
六
五
○
〉
年
正
月
一
日

『
阿
毘
達
磨
順
正
理
論
』
永
徽
五
〈
六
五
四
〉
年
七
月
十
日

（
羽
）

『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』
顕
慶
四
〈
六
五
九
〉
年
七
月
三
日

『
成
唯
識
論
』
顕
慶
四
〈
六
五
九
〉
年
閏
十
月

『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
竜
朔
三
〈
六
六
三
〉
年
十
月
二
十
日

(望）



『
弥
勒
問
経
』
は
『
無
量
寿
経
述
記
』
中
巻
に
一
度
の
み
引
用
さ
れ
る
。
こ
の
『
弥
勒
問
経
』
の
引
文
は
、
阿
弥
陀
仏
の
第
十
八
願
の

「
十
念
」
を
注
釈
す
る
中
で
引
用
さ
れ
る
。
こ
の
引
文
は
恵
谷
氏
が
い
う
よ
う
に
、
智
幟
（
六
○
二
～
六
六
八
）
の
『
華
厳
経
内
章
門
等

雑
孔
目
章
』
巻
四
が
「
六
念
章
」
の
箇
所
で
「
復
有
十
念
」
と
し
、
典
拠
を
示
さ
ず
に
同
内
容
を
述
べ
る
ほ
か
、
元
暁
の
『
両
巻
無
量
寿

経
宗
要
』
が
「
弥
勒
発
問
経
」
、
竜
興
（
七
世
紀
頃
）
の
『
観
無
量
寿
経
記
』
が
「
弥
勒
問
経
」
、
懐
感
の
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
巻
五
が

「
弥
勒
所
問
経
」
と
し
て
引
用
す
る
。
他
に
は
、
道
世
（
～
六
八
三
）
の
『
法
苑
珠
林
』
が
「
弥
勒
発
問
経
」
、
『
毘
尼
討
要
』
が
「
弥
勒

菩
薩
発
問
経
」
、
新
羅
法
位
（
七
世
紀
頃
）
が
『
無
量
寿
経
義
疏
』
で
「
弥
勒
問
経
」
、
新
羅
玄
一
（
七
世
紀
頃
）
『
無
盤
寿
経
記
』
が

（
詞
）

「
弥
勒
所
間
経
」
、
『
遊
心
安
楽
道
』
が
「
弥
勒
発
問
経
」
と
し
て
同
文
を
引
用
す
る
。

こ
れ
を
見
る
に
「
弥
勒
問
経
」
の
他
に
「
弥
勒
菩
薩
発
問
経
」
「
弥
勒
発
問
経
」
「
弥
勒
所
問
経
」
の
名
を
見
出
す
。
本
経
は
『
弥
勒
菩

薩
所
問
本
願
経
』
と
は
別
経
で
現
存
せ
ず
、
ま
た
目
録
に
も
載
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
僅
か
な
引
用
と
経
名
を
確
認
す
る
の
み
で
あ
る
。
恵

谷
氏
は
「
彼
（
義
寂
）
の
引
用
す
る
「
弥
勒
問
経
」
の
慈
等
十
念
の
文
章
は
、
唐
の
智
幟
の
「
華
厳
孔
目
章
」
に
記
す
文
章
と
同
文
で
あ

（
帥
）

る
と
い
う
こ
と
は
、
彼
が
師
の
義
湘
を
通
じ
て
智
備
の
説
を
引
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
い
う
。
智
臓
か
ら
義
湘
、
そ
し
て
義
寂
へ
と

（
帥
）

直
接
繋
が
る
か
ど
う
か
は
確
認
で
き
な
い
が
、
い
ず
れ
も
唐
代
の
僧
が
『
無
量
寿
経
述
記
』
と
同
じ
箇
所
を
引
く
こ
と
は
興
味
深
い
。

二
つ
の
経
典
に
注
目
し
て
見
る
。
一
つ
は
『
華
厳
経
』
で
あ
り
、
二
つ
に
は
『
大
乗
起
信
論
』
で
あ
る
。
『
華
厳
経
』
の
場
合
、
身
延

新
羅
義
寂
撰
『
無
盈
寿
経
述
記
』
の
撰
述
年
代
考
（
南
）

三
’
三
、
弥
勒
問
経

三
’
四
、
実
叉
難
陀
訳
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と
い
う
。
義
寂
は
華
厳
の
師
で
あ
る
と
共
に
、
法
相
の
師
と
伝
え
ら
れ
、
目
録
に
は
『
唯
識
未
詳
決
』
や
『
成
唯
識
論
別
抄
』
の
書
名
も

確
認
さ
れ
る
。
も
し
義
寂
が
唯
識
思
想
の
影
響
下
に
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
『
普
曜
経
』
に
加
え
て
『
方
広
大
荘
厳
経
』
も
引
用
し
た
の
で

本
経
は
三
七
五
年
の
訳
出
で
あ
る
。
異
訳
の
一
つ
に
地
婆
訶
羅
訳
『
方
広
大
荘
厳
経
』
十
二
巻
が
あ
り
、
六
八
三
年
の
訳
出
で
あ
る
。

『
方
広
大
荘
厳
経
』
は
、
『
普
曜
経
』
か
ら
約
三
百
年
、
大
乗
思
想
の
上
に
立
脚
す
る
仏
伝
で
あ
る
。
「
下
化
衆
生
の
為
の
、
方
便
示
現
の

（
鯉
）

応
身
仏
と
し
て
の
立
脚
地
よ
り
見
た
る
仏
伝
」
で
あ
る
。
常
盤
大
定
氏
は
、
『
方
広
大
荘
厳
経
』
に
お
け
る
後
世
の
影
響
と
し
て
、

新
羅
義
寂
撰
『
無
迩
寿
経
述
記
』
の
撰
述
年
代
考
（
南
）

文
庫
本
と
恵
谷
復
元
本
は
共
に
『
六
十
華
厳
』
か
ら
の
引
用
で
、
六
九
九
年
に
訳
出
さ
れ
る
実
叉
難
陀
訳
『
八
十
華
厳
』
を
引
用
し
な
い
。

ま
た
『
大
乗
起
信
論
』
は
真
諦
訳
（
五
五
四
年
）
と
実
叉
難
陀
訳
（
七
○
○
年
）
が
あ
り
、
『
無
量
寿
経
述
記
』
は
真
諦
訳
を
引
用
す
る
。

実
叉
難
陀
訳
を
使
用
し
な
い
の
は
『
華
厳
経
』
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
義
寂
は
意
図
的
に
実
叉
難
陀
訳
を
使
用
し
な
か
っ

た
と
い
う
よ
り
は
、
そ
も
そ
も
実
叉
難
陀
訳
を
知
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

更
に
注
意
す
べ
き
は
、
大
梵
天
王
勧
請
品
に
、
上
中
下
の
三
根
を
邪
定
・
正
定
・
不
定
の
三
聚
に
分
け
た
考
が
見
ら
る
秘
こ
と
で
あ

る
。
（
中
略
）
三
聚
の
思
想
は
、
智
度
論
に
出
で
、
其
の
後
輸
伽
唯
識
系
統
の
佛
教
中
に
入
っ
て
、
五
性
格
別
思
想
の
證
椛
と
せ
ら

れ
、
特
に
邪
定
聚
が
、
無
性
有
情
思
想
を
表
は
し
た
も
の
と
し
て
、
頗
る
重
要
な
意
義
を
有
す
る
に
至
り
、
修
道
上
の
大
問
題
と
な

（
郷
）

っ
た
の
で
あ
る
が
、
三
聚
の
考
が
明
瞭
に
本
經
中
に
説
か
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
大
い
に
興
味
あ
る
事
と
い
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

三
’
五
、
普
曜
経

(お）



以
上
『
無
量
寿
経
述
記
』
の
引
用
経
論
か
ら
推
測
す
る
に
、
撰
述
の
上
限
は
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
訳
出
の
六
六
三
年
で
あ
り
、
下

限
は
『
方
広
大
荘
厳
経
』
訳
出
の
六
八
三
年
の
二
十
年
の
期
間
と
な
る
が
、
推
測
の
域
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
『
方
広
大
荘

厳
経
』
等
は
す
で
に
訳
出
さ
れ
て
お
り
、
義
寂
は
披
閲
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
意
図
的
に
採
用
し
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
先
ほ
ど
「
そ
も
そ
も
実
叉
難
陀
訳
を
知
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
」
と
言
及
し
た
が
、
そ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
意
図
的
に
採
用
し
な

か
っ
た
可
能
性
を
退
け
た
い
。
論
点
は
、
義
寂
が
義
湘
の
弟
子
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

一
つ
に
は
、
義
寂
の
師
義
湘
は
六
六
一
年
に
入
唐
し
、
六
七
一
年
に
智
縦
の
下
か
ら
新
羅
に
帰
国
し
て
い
る
。
ま
さ
に
玄
葵
の
訳
出
事

業
隆
盛
期
に
唐
長
安
に
身
を
置
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
義
湘
の
帰
国
時
点
に
お
い
て
『
無
量
寿
経
述
記
』
引
用
の
文
献
は
全
て
訳
出
さ

（
錨
）

れ
て
い
る
。
義
寂
が
義
湘
帰
国
後
の
弟
子
だ
と
し
て
、
全
て
新
羅
で
入
手
可
能
な
状
況
で
あ
る
。
『
弥
勒
問
経
』
も
恵
谷
氏
が
言
う
よ
う

に
、
義
湘
の
帰
国
間
も
な
く
元
暁
・
義
寂
に
伝
え
ら
れ
た
と
し
て
も
時
間
的
に
問
題
は
な
い
。
一
方
、
実
叉
難
陀
訳
の
『
八
十
華
厳
』
と

『
大
乗
起
信
論
』
、
そ
し
て
『
方
広
大
荘
厳
経
』
は
ま
だ
訳
出
さ
れ
て
い
な
い
の
で
見
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

二
つ
に
は
、
恵
谷
氏
は
道
証
『
唯
識
論
要
集
』
の
記
述
に
つ
い
て
、
「
彼
（
義
寂
）
が
入
唐
し
て
玄
英
に
つ
い
て
唯
識
を
学
ん
だ
と
し

て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
点
は
明
瞭
で
は
な
い
」
と
い
う
。
確
認
し
た
通
り
義
寂
は
義
湘
の
弟
子
で
あ
る
と
と
も
に
、
『
唯
識
未
詳
決
』

や
『
成
唯
識
論
別
抄
』
を
著
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
玄
葵
の
唯
識
思
想
の
影
響
下
に
も
あ
る
と
予
想
さ
れ
る
。
確
か
に
入
唐
し
て
玄
美
の

新
羅
義
寂
撰
『
無
盤
寿
経
述
記
』
の
撰
述
年
代
考
（
南
）

は
な
か
ろ
う
か
。
義
寂
よ
り
少
し
後
の
新
羅
僧
撮
興
が
『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』
に
お
い
て
『
方
広
大
荘
厳
経
』
を
多
用
す
る
こ
と
と

（
製
）

は
対
照
的
で
あ
る
。

四
、
撰
述
年
代
考

(27）



新
羅
義
寂
撰
『
無
量
寿
経
述
記
』
の
撰
述
年
代
考
（
南
）

門
下
に
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
し
か
し
二
人
と
も
同
時
期
の
長
安
滞
在
中
に
、
一
方
は
智
艤
の
下
に
、
一
方
は
玄
美
門
下
に

身
を
置
き
な
が
ら
、
義
寂
が
義
湘
の
弟
子
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
義
寂
に
つ
い
て
確
認
で
き
る
第
一
資
料
は
既
述
の
通
り
『
三
国
遺
事
』
巻

四
の
記
載
で
あ
り
、
そ
こ
に
述
べ
る
義
湘
の
「
十
大
徳
」
の
一
人
で
あ
る
こ
と
が
第
一
の
基
準
と
な
る
。
仮
に
長
安
で
弟
子
に
な
っ
て
い

た
と
し
て
も
、
師
の
義
湘
が
帰
国
す
る
際
に
は
義
寂
も
帰
国
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
る
と
や
は
り
帰
国
時
点
で
実
叉
難
陀
訳
の

『
八
十
華
厳
』
と
『
大
乗
起
信
論
』
、
そ
し
て
『
方
広
大
荘
厳
経
』
は
訳
出
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
見
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
『
無
量
寿
経
述
記
』
の
撰
述
年
代
は
、
撰
述
地
が
長
安
の
場
合
に
は
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
訳
出
の
六
六
三
年

か
ら
『
方
広
大
荘
厳
経
』
訳
出
前
後
の
約
二
十
年
の
期
間
と
な
り
、
撰
述
地
が
新
羅
の
場
合
に
は
更
に
八
年
絞
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

義
湘
帰
国
の
六
七
一
年
以
降
か
ら
『
方
広
大
荘
厳
経
』
訳
出
の
六
八
三
年
前
後
の
約
十
年
の
期
間
で
あ
る
と
ひ
と
ま
ず
結
論
づ
け
ら
れ
よ

う
。
こ
の
期
間
は
恵
谷
氏
の
推
測
し
た
義
寂
の
生
没
年
代
の
範
囲
内
で
あ
り
、
他
に
引
用
さ
れ
る
基
（
『
観
弥
勒
上
生
兜
率
天
経
賛
』
）
、

善
導
（
『
往
生
礼
讃
偶
』
）
、
懐
感
（
『
釈
浄
土
群
疑
論
』
）
の
年
代
と
も
一
致
す
る
。

さ
て
、
出
典
が
判
明
し
て
い
る
引
用
経
論
か
ら
撰
述
年
代
を
考
察
を
加
え
て
一
応
の
結
論
を
提
示
し
た
。
し
か
し
撰
述
年
代
の
考
察
を

す
る
上
に
お
い
て
、
身
延
文
庫
本
に
興
味
深
い
一
文
が
確
認
で
き
る
の
で
、
最
後
に
言
及
し
て
お
く
。
そ
れ
は
以
下
の
一
文
で
あ
る
。

「
世
尊
」
者
謂
「
能
永
鯛
夷
四
魔
畏
故
」
。
（
假
三
六
丁
ウ
）

お
わ
り
に

(詔）



（
郷
）

こ
の
文
は
『
無
量
寿
経
』
「
爾
時
世
尊
諸
根
悦
予
」
の
「
世
尊
」
を
注
釈
す
る
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
「
能
永
謁
夷
四
魔
畏
故
（
能
く
永

く
四
魔
の
畏
れ
を
鯛
き
夷
ら
か
に
す
る
が
故
に
）
」
は
出
典
を
挙
げ
て
は
い
な
い
が
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
破
取
著
不
壊
仮
名
論
』
巻
上

の
以
下
の
文
と
一
致
す
る
。

と
あ
り
、
『
開
元
釈
経
録
』
に
も
、

と
い
う
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
『
功
徳
施
論
』
と
も
呼
称
さ
れ
る
本
経
は
、
『
方
広
大
荘
厳
経
』
（
六
八
五
年
訳
出
）
の
訳
者
で
も
あ
る
地
婆

新
羅
義
寂
撰
『
無
量
寿
経
述
記
』
の
撰
述
年
代
考
（
南
）

本
経
は
『
大
周
刊
定
衆
経
目
録
』
巻
六
に
は
、

（
鋤
）

功
徳
施
醤
薗
通
亦
云
功
泣
箆
箇
見
大
間
峰
水

淳
二
年
九
〃
十
五
日
於
西
太
鳳
寺
崎
車
院
律

金
剛
般
若
波
羅
蜜
經
破
取
著
不
壊
假
名
論
二
巻

金
剛
般
若
波
羅
蜜
經
破
取
著
不
壊
假
名
論
一
部
二
巻
三
兆
低

（
鑓
）

右
大
唐
永
淳
二
年
九
月
十
五
日
三
蔵
地
婆
訶
羅
。
於
西
京
西
太
原
寺
歸
寧
院
課
。
新
編
入
録
。

（
訂
）

此
中
世
尊
者
。
謂
何
能
永
錫
夷
四
魔
畏
故

(29）



新
羅
義
寂
撰
『
無
量
寿
経
述
記
』
の
撰
述
年
代
考
（
南
）

訶
羅
（
六
七
九
’
六
八
八
）
が
永
淳
二
年
（
六
八
三
）
に
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
し
身
延
文
庫
本
の
こ
の
一
文
が
『
金
剛
般
若
波
羅

蜜
経
破
取
著
不
壊
仮
名
論
』
か
ら
の
引
用
だ
と
す
れ
ば
、
『
無
量
寿
経
述
記
』
の
撰
述
年
は
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
經
破
取
著
不
壊
假
名
論
』

訳
出
の
六
八
三
年
よ
り
以
後
で
『
方
広
大
荘
厳
経
』
訳
出
の
六
八
五
年
よ
り
以
前
の
二
年
前
後
の
期
間
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
、
義
寂
は
玄
英
訳
の
経
論
に
加
え
、
地
婆
訶
羅
訳
の
経
典
、
つ
ま
り
新
訳
経
論
を
積
極
的
に
引
用
し
て
い
る
こ

と
が
特
徴
と
言
え
る
。
こ
の
傾
向
は
玄
葵
以
降
の
新
羅
浄
土
教
文
献
に
共
通
し
て
お
り
、
例
え
ば
既
に
言
及
し
た
様
に
義
寂
よ
り
少
し
後

の
新
羅
僧
撮
興
が
『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』
中
に
お
い
て
、
従
来
の
仏
伝
で
は
な
く
、
新
訳
『
方
広
大
荘
厳
経
』
の
み
を
多
用
す
る
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
新
訳
経
論
に
比
較
的
早
い
期
間
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
地
理
的
状
況
、
か
つ
そ
れ
ら
を
積
極
的
に
受
容
す
る
新
羅

浄
土
教
の
傾
向
の
中
で
は
、
新
訳
の
『
方
広
大
荘
厳
経
』
を
披
閲
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
あ
え
て
引
用
し
な
か
っ
た
と
い
う
想
定
を
立
て

る
よ
り
は
、
『
方
広
大
荘
厳
経
』
が
未
だ
訳
出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
す
る
ほ
う
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
推
測
を
敷
桁
し
て
義
寂
の
生
没
年
代
を
類
推
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
論
じ
残
し
た
課
題
も
あ
る
。
そ
の
原
因
は
本
稿
の
考

察
領
域
を
身
延
文
庫
本
と
恵
谷
復
元
本
と
の
引
用
経
論
の
み
に
限
定
し
た
こ
と
に
あ
る
。
今
後
本
文
内
容
を
具
体
的
に
精
査
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
例
え
ば
『
無
量
寿
経
述
記
』
に
お
け
る
唯
識
の
影
響
や
、
『
華
厳
経
』
の
影
響
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
上
で
現
存
す

る
他
の
著
作
、
つ
ま
り
『
法
華
経
論
述
記
』
、
『
梵
網
経
菩
薩
戒
本
疏
』
も
含
め
た
複
眼
的
考
察
へ
と
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
る

（
㈹
）

・
っ
。【

付
記
】
執
筆
に
あ
た
り
、
身
延
文
庫
の
吉
村
明
悦
文
庫
長
、
渡
邊
永
祥
主
事
に
閲
覧
の
機
会
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
身
延
山
大
学

の
福
士
慈
稔
教
授
に
ご
高
配
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

(”）



●
法
位
・
玄
一
系

浄
影
寺
葱
逮
の
現
に
依
る
。

法
位
（
７
世
紀
頃
）
１
１
１
玄
一

地
諭
・
唯
識
・
撰
鎗
の
学
者

曇
遷
（
剛
～
棚
）
（
剛
～
剛
）

勿
釧
紬
雌
。
雛
鳩
鋤
）

「
成
実
・
毘
曇
・
戴
厳
・
地
動
・
摂
笛
」

の
権
威
者
。
四
種
浄
土
思
恩
。
皇
竜
寺
住
個
。
名
望
を
墓
っ
て
受
戒
。
愚
図
時
に
大
蔵
経
を
持
ち
綴
る
。

法
常
（
耐
～
伽
）
ｌ
慈
蔵
（
剛
～
剛
）

恵
谷
氏
が
説
く
新
羅
浄
土
教
の
二
系
統

①
【
慧
遠
の
系
統
】

●
皇
竜
寺
系認；新

羅
義
寂
撰
『
無
戯
寿
経
述
記
』
の
撰
述
年
代
考
（
南
）

魏
厳
宗
３
祖

剛
～
剛
）
（
伽
～
畑
）

１
羅
↓
認
；
筒
－
蔑
蕊
職
憲
謬

同
朋
一
浄
影
寺
避
逮
を
継
承
。
里
近
寺
。

／
・
；
元
暁
（
師
～
剛
）

法
位
の
税
に
依
る
。

（
７
世
紀
頃
）
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②
【
玄
英
・
慈
恩
の
唯
識
浄
土
教
の
系
譜
】

善
珠
（
棚
～
湖
）
『
唯
識
義
灯
増
明
記
』
巻
一
が
引
用
す
る
道
証
（
剛
～
川
）
『
唯
識
論
要
集
』

玄
美
（
”
～
剛
）

新
羅
義
寂
撰
『
無
盤
寿
経
述
記
』
の
撰
述
年
代
考
（
南
）

浄
影
寺
敏
速
・
法
位
を
破
斥
。

義
寂
の
鋭
を
批
評
。

僚
興
（
７
世
紀
中
～
８
世
紀
初
）

『
阿
弥
陀
経
斑
』
一
巻
（
欠
）

『
駄
個
箇
戯
』
二
十
四
通
呼
十
二
郎
。

遁
倫
（
伝
歴
不
明
）

四 劃

光
（
生
没
年
不
明
）

基
（
鯉
～
剛
）

観
（
生
没
年
不
明
）

範
（
生
没
年
不
明
）

測
（
棚
～
剛
）
１
１
１
道
証
‐
１
１
太
賢
（
８
世
紀
）

寂
（
７
世
紀
中
～
８
世
紀
初
）
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註
（
１
）
『
浄
土
教
典
籍
目
録
』
（
仏
教
大
学
総
合
研
究
所
、
二
○
二
年
）
所
収
の
山
中
行
雄
稿
「
無
量
寿
経
述
義
記
」
の
項
目
。

（
２
）
室
住
一
妙
著
『
身
延
文
庫
略
沿
革
』
（
身
延
文
庫
、
一
九
四
一
年
）
、
江
利
山
義
顕
稿
「
身
延
文
庫
に
就
い
て
」
（
『
身
延
山
と
私
』
所
収
、
一
九
七

一
年
）
、
林
是
晉
著
『
身
延
山
久
遠
寺
史
研
究
』
（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
九
三
年
）
「
身
延
山
の
自
然
と
文
化
財
」
、
拙
稿
「
文
庫
紹
介
身
延
文
庫
」

（
『
い
と
く
ら
』
八
、
二
○
一
三
年
）
。

（
３
）
身
延
文
庫
典
籍
目
録
編
纂
委
員
会
編
集
『
身
延
文
庫
典
籍
目
録
』
（
上
中
下
巻
、
二
○
○
三
～
五
年
）
。

（
４
）
拙
稿
「
新
出
義
寂
撰
『
無
瞳
寿
経
述
記
』
写
本
の
検
討
」
（
『
号
辺
鄙
「
司
昇
（
仏
教
学
レ
ビ
ュ
ー
）
』
七
、
金
剛
大
学
校
〈
韓
国
〉
二
○
一
○
年
）
。

後
『
古
代
号
外
刈
叫
量
五
号
剋
斗
珊
呈
是
普
召
〈
古
代
東
ア
ジ
ア
仏
教
文
献
の
新
発
見
〉
』
（
三
判
耆
牡
州
外
叫
曾
〈
図
書
出
版
○
Ｆ
〉
、
二

（
５
）
恵
谷
隆
戒
著
『
浄
土
教
の
新
研
究
』
「
第
七
章
新
羅
義
寂
の
無
肚
寿
経
述
義
記
に
つ
い
て
」
（
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
七
六
年
）
。

（
６
）
望
月
信
亨
稿
「
新
羅
義
寂
の
著
書
井
に
『
無
避
寿
経
疏
』
」
（
『
浄
土
学
』
二
一
、
一
九
四
六
年
）
。

（
７
）
富
貴
原
章
信
著
『
日
本
唯
識
思
想
史
』
七
三
頁
～
（
大
雅
堂
、
一
九
四
四
年
）
。

（
８
）
『
大
正
蔵
』
四
九
巻
一
○
○
七
頁
一
七
行
～
。

（
９
）
『
国
訳
一
切
経
史
伝
部
』
一
○
、
五
一
七
頁
（
一
九
六
七
年
、
一
九
九
五
年
改
訂
三
刷
）
。
義
寂
に
つ
い
て
『
国
訳
』
の
注
に
は
「
義
湘
の
弟
子

は
宋
高
僧
博
四
、
に
よ
れ
ば
「
堂
に
登
り
奥
を
観
る
者
は
智
通
・
表
訓
・
梵
腿
・
道
身
等
の
數
人
」
と
い
ひ
、
崔
致
遠
の
法
藏
和
尚
伝
に
は
「
眞
定
・

相
圓
・
亮
元
・
表
訓
」
の
四
英
を
数
へ
、
こ
こ
に
て
は
十
大
徳
を
数
ふ
」
と
あ
る
。

（
皿
）
『
大
正
蔵
』
六
五
巻
三
四
二
頁
上
段
二
二
行
～
。

（
ｕ
）
恵
谷
隆
戒
著
『
浄
土
教
の
新
研
究
』
「
第
五
章
新
羅
法
位
の
無
戯
寿
経
義
疏
の
研
究
」
（
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
七
六
年
）

（
皿
）
皇
竜
寺
系
の
慈
蔵
・
元
暁
・
義
湘
・
義
寂
に
法
位
・
玄
一
を
あ
げ
る
。

（
過
）
円
測
・
道
証
・
太
賢
・
僚
興
・
遁
倫
を
あ
げ
る
。

（
Ｍ
）
前
掲
恵
谷
著
「
第
七
章
新
羅
義
寂
の
無
戯
寿
経
述
義
記
に
つ
い
て
」
九
五
頁
。

（
咽
）
深
貝
慈
孝
稿
「
新
羅
法
位
浄
土
教
の
研
究
」
（
『
戸
松
啓
真
教
授
古
稀
記
念
論
集
浄
土
教
論
集
」
一
九
八
七
年
、
後
「
中
国
浄
土
教
と
浄
土
宗
学

の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
二
○
○
二
年
に
所
収
）
。

○
一
○
年
）
に
収
録
。

新
羅
義
寂
撰
『
無
瞳
寿
経
述
記
』
の
撰
述
年
代
考
（
南
）

(詔）



（
鋤
）
前
掲
恵
谷
著
「
第
七
章
新
羅
義
寂
の
無
量
寿
経
述
義
記
に
つ
い
て
」
。

（
釦
）
『
遊
心
安
楽
道
』
は
そ
の
大
半
を
元
暁
の
『
両
巻
無
趣
寿
経
宗
要
』
か
ら
引
用
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
元
暁
の
著
作
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
撰
述
地

（
羽
）
○
国
固
弓
少
邑
匡
を
使
用
。

（
岨
）
『
浄
土
宗
全
書
』
一
四
巻
一
八
二
頁
上
段
一
七
行
～
。
こ
こ
で
「
由
酔
斯
二
故
二
説
”
癖
卜
。
懸
吻
時
二
分
蚕
此
ノ
八
↓
、
名
テ
爲
二
清
淨
癖
斗
也
。
」
の
訓
点
に

関
し
て
私
見
を
述
べ
て
お
く
。
こ
こ
は
本
来
八
種
の
弁
才
に
つ
い
て
述
べ
た
後
で
あ
る
の
で
、
総
括
と
し
て
「
此
ノ
八
ヲ
名
予
爲
二
清
淨
癖
千
也
」
と
読

む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
九
種
の
弁
才
を
述
べ
た
直
後
に
「
此
ノ
九
ヲ
名
一
ァ
爲
二
無
礦
癖
斗
也
」
と
訓
点
を
付
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
測
可
能
で
あ

る
。
よ
っ
て
前
部
の
「
由
”
斯
二
故
二
説
”
癖
卜
。
懸
岬
時
二
分
ど
の
箇
所
は
第
八
「
應
時
分
辮
」
を
説
明
し
て
い
る
の
で
「
由
伽
斯
二
故
二
、
説
”
癖
ｆ
鯉
ン

時
分
筐
と
訓
じ
る
と
文
脈
上
問
題
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
詳
細
は
諸
本
を
比
較
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
今
は
本
論
と
直
接
関
係
な
く
、

ま
た
私
見
と
の
混
同
を
防
ぐ
た
め
に
『
浄
土
宗
全
書
』
の
通
り
引
用
し
て
お
く
。

（
別
）
「
大
正
蔵
』
五
五
巻
六
五
一
頁
上
段
二
七
行
。
恋
意
に
句
読
点
を
付
し
た
。

（
別
）
『
大
正
蔵
』
五
五
巻
六
六
二
頁
下
段
六
行
～
・
恋
意
に
句
読
点
を
付
し
た
。

（
躯
）
『
大
蔵
経
全
解
説
大
事
典
』
（
雄
山
閣
、
一
九
九
八
年
）
。
釈
経
論
部
五
下
。

（
羽
）
『
大
正
蔵
』
八
巻
六
九
三
頁
上
段
九
行
～
。

（
型
）
『
大
正
蔵
』
七
巻
九
二
八
頁
中
段
二
一
行
～
。

（
妬
）
『
大
正
蔵
』
八
巻
二
五
八
頁
中
段
六
行
～
・
前
掲
恵
谷
著
「
義
寂
の
無
量
寿
経
述
義
記
復
元
に
つ
い
て
」
四
二
四
頁
七
行
～
。

（
妬
）
前
掲
恵
谷
著
「
義
寂
の
無
趾
寿
経
述
義
記
復
元
に
つ
い
て
」
四
四
九
頁
一
六
行
～
。

（
”
）
経
典
名
の
下
に
示
し
た
の
は
訳
出
年
代
で
あ
り
、
『
開
元
釈
経
録
』
巻
八
（
『
大
正
蔵
」
五
五
巻
五
五
五
頁
中
段
二
八
行
～
）
が
記
す
訳
出
年
代
を

あ
げ
た
。
ま
た
米
田
雄
介
稿
「
聖
語
蔵
経
巻
と
玄
葵
三
蔵
」
（
『
正
倉
院
紀
要
』
二
三
、
二
○
○
一
年
）
の
表
も
参
照
し
た
。

（
肥
）
引
文
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
復
元
本
が
挙
げ
る
『
集
異
門
論
』
と
『
施
設
論
』
は
そ
れ
自
体
か
ら
の
引
用
で
は
な
く
、
『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』

の
引
文
中
に
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。

新
羅
義
寂
撰
「
無
量
寿
経
述
記
』
の
撰
述
年
代
考
（
南
）

（
賂
）
前
掲
恵
谷
著
「
第
七
章
新
羅
義
寂
の
無
趾
寿
経
述
義
記
に
つ
い
て
」
九
八
頁
。

（
面
）
北
涼
曇
無
識
（
三
八
五
’
四
三
三
）
訳
。

（
面
）
北
涼
曇
無
識
（
三
副

（
肥
）
梁
の
僧
伽
婆
羅
訳
。
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や
撰
述
者
の
問
題
は
諸
説
あ
り
、
愛
宕
邦
康
著
弓
遊
心
安
楽
道
』
と
日
本
仏
教
』
（
法
蔵
館
、
二
○
○
六
年
）
に
諸
説
が
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
愛

宕
氏
自
身
は
実
質
的
な
撰
述
者
と
し
て
日
本
の
八
世
紀
の
束
大
寺
華
厳
宗
僧
の
智
僚
（
生
没
年
不
明
）
だ
と
す
る
。

（
犯
）
『
国
訳
一
切
経
』
本
縁
部
九
、
常
盤
大
定
「
方
広
大
荘
厳
経
解
題
」
（
大
東
出
版
、
一
九
三
一
年
）
。

（
調
）
前
掲
常
盤
大
定
稿
「
方
広
大
荘
厳
経
解
題
」
。

（
狐
）
金
亮
淳
稿
「
僚
興
『
無
通
寿
経
連
義
述
文
賛
』
の
思
想
的
特
徴
ｌ
引
用
文
献
の
分
析
を
中
心
と
し
て
１
（
『
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
』
八
、
二
○
一
○

年
）
。
金
氏
は
撮
興
の
生
没
年
を
六
二
○
年
頃
か
ら
七
○
○
年
前
後
に
没
し
た
と
推
測
し
て
い
る
。
ま
た
『
無
趣
寿
経
連
義
述
文
賛
』
に
お
け
る
『
方

広
大
荘
厳
経
』
の
引
用
は
最
多
の
二
五
回
を
数
え
る
。

（
弱
）
例
え
ば
金
相
絃
稿
「
『
聴
伽
師
地
論
』
の
傳
來
と
新
羅
佛
教
」
（
『
東
ア
ジ
ア
佛
教
研
究
』
八
、
二
○
一
○
年
）
で
は
、
『
聴
伽
師
地
論
』
の
新
羅
傳

來
を
玄
葵
翻
課
出
の
翌
年
、
六
四
九
年
頃
と
推
測
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
翻
課
か
ら
新
羅
に
傳
播
す
る
ま
で
時
間
的
隔
た
り
は
殆
ど
な
い
。

（
妬
）
『
大
正
蔵
』
一
二
巻
二
六
六
頁
中
段
七
行
。

（
訂
）
『
大
正
蔵
』
二
五
巻
八
八
七
中
段
二
行
。

（
認
）
『
大
正
蔵
』
五
五
巻
四
○
六
頁
下
段
一
二
行
。

（
鋤
）
『
大
正
蔵
』
五
五
巻
五
六
四
頁
上
段
八
行
。

（
柵
）
他
の
義
寂
の
著
作
『
法
華
経
集
験
記
』
で
は
三
友
健
容
稿
「
寂
撰
『
法
華
経
集
験
記
』
の
一
考
察
」
（
『
調
緊
難
鍵
法
華
仏
教
文
化
史
論
叢
』
、
平
楽

寺
書
店
、
二
○
○
三
年
）
、
高
平
妙
心
稿
「
『
法
華
経
集
験
記
』
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
五
六
’
二
、
二
○
○
八
年
）
な
ど
が

あ
る
。
ま
た
逸
文
研
究
で
は
八
木
昊
恵
稿
「
古
逸
書
「
広
章
」
の
復
原
的
操
作
と
恵
心
教
学
に
於
け
る
そ
の
仏
教
学
的
意
義
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研

究
』
八
’
一
、
一
九
六
○
年
）
、
森
重
敬
光
稿
「
新
羅
・
義
寂
の
古
逸
書
「
大
乗
義
林
章
』
に
関
す
る
一
考
察
ｌ
日
本
の
法
相
・
天
台
両
宗
の
引
用
態

度
に
つ
い
て
（
『
龍
谷
大
学
仏
教
学
研
究
室
年
報
』
八
、
一
九
九
五
年
）
」
が
あ
る
。
近
年
で
は
福
士
慈
稔
著
『
日
本
仏
教
各
宗
の
新
羅
・
高
麗
・
李

朝
仏
教
認
識
に
関
す
る
研
究
第
一
巻
日
本
天
台
宗
に
見
ら
れ
る
海
東
仏
教
認
識
』
（
身
延
山
大
学
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
室
、
二
○
二
年
）
で
は

日
本
の
典
籍
に
引
用
さ
れ
る
新
羅
・
高
麗
・
李
朝
の
著
作
を
蒐
集
し
て
お
り
、
第
二
巻
（
日
本
三
論
集
・
法
相
宗
）
、
第
三
巻
（
日
本
華
厳
宗
）
と
続

刊
予
定
で
あ
る
の
で
義
寂
の
逸
文
を
確
認
す
る
上
に
お
い
て
も
有
効
で
あ
る
。
ま
た
か
つ
て
申
賢
淑
稿
（
「
新
羅
唯
識
相
乗
論
ｌ
円
測
の
道
証
、
大
賢

の
継
承
に
つ
い
て
ｌ
」
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
二
七
’
二
、
一
九
七
九
年
）
に
お
け
る
よ
う
な
新
羅
唯
識
の
系
譜
論
も
手
掛
か
り
と
な
ろ
う
。

新
羅
義
寂
撰
『
無
量
寿
経
述
記
』
の
撰
述
年
代
考
（
南
）

(妬）


